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平成２1 年度決算認定
９月定例会で継続審査としていた各会計の決算を審議の結果、賛成多数で認定しました。

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 歳出の前年度
との比較（％）

一　　　般　　　会　　　計 65 億 2,581 万円 64億 4,611 万円 １０７．５

特　

 

別　

 

会　

 

計

国民健康保険事業 20 億   694 万円 20億 6,214 万円 １００．３
老人保健 1,164 万円 1,200 万円 ５．０
かんがい施設維持管理運営費 5,541 万円 5,540 万円 １０8．９
後期高齢者医療 1 億 9,186 万円 1億 9,098 万円 ９９．９
住宅新築資金等 136 万円 135 万円 １０0．0
流域関連公共下水道事業 7 億 4,930 万円 7億 4,523 万円 ９９．４
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 779 万円 778 万円 １０４．１

水　 道 　事 　業　 会 　計
収益的収支 3 億 1,913 万円 3億   541 万円 ９３．２
資本的収支 7,920 万円 1億 4,110 万円 １８８．９

病 　院 　事 　業　 会　 計
収益的収支 25 億 8,811 万円 26億 7,790 万円 １００．７
資本的収支 9,106 万円 2 億 4,382 万円 ４６．８

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 3 億 2,591 万円 3億 1,400 万円 １０２．０
資本的収支 10 万円 2,000 万円 ９７．８

【会計別決算状況】

前
年
度
よ
り

４
億
５
１
７
１
万
円
増

一
般
会
計
決
算　

64
億
４
６
１
１
万
円          

　

平
成
21
年
度
の
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
65
億
２
５
８
１
万
円
と

20
度
よ
り
４
億
２
９
６
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
庫
支
出
金
（
定
額
給
付
交
付
金
・
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
等
）
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
は
64
億
４
６
１
１
万
円
と
、
前
年
度
よ
り

４
億
５
１
７
１
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
額
給

付
金
の
支
給
や
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
に

よ
る
歳
出
で
、
主
な
も
の
は
、
公
立
学
校
耐
震
診
断
の
費
用
、
公

立
保
育
所
ト
イ
レ
整
備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
立
替
工
事
の
費
用

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定額給付金交付事業や地域活性化経済危機対策臨時交付金事業など

臨時交付金事業によって立え替られた放課後児童クラブ
  （鞍手学童保育自然クラブ）
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平
成
21
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
特

に
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
は
歳
入
全
体
の
約
50
％

を
占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存

が
大
き
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
予
算
が
流

動
的
、
他
動
的
で
あ
り
年
度

中
途
の
変
動
は
や
む
を
得
ま

せ
ん
が
、
補
正
を
行
う
こ
と

は
最
小
限
に
と
ど
め
る
努
力

を
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
定
額
給
付
金
交
付
事
業

や
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

当
初
予
算
と
最
終
予
算
で

大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
款
が

あ
り
ま
す
が
、
予
算
の
執
行

状
況
及
び
事
務
事
業
の
実
施

状
況
か
ら
し
て
や
む
を
得
な

い
も
の
が
あ
り
、
妥
当
な
予

算
編
成
だ
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

※
財
政
力
指
数
‥
町
の
財

政
力
の
強
弱
を
示
す
数
値
。

一
・
〇
に
近
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
経
常
収
支
比
率
‥
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
数
値
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
な
財

政
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

（
85
％
を
越
え
る
と
危
険

ゾ
ー
ン
）

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

の
徴
収
は
、
文
書
・
電
話
で

の
催
告
を
お
こ
な
う
な
ど
の

徴
収
努
力
に
よ
り
一
応
の
成

果
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
滞
納
額
が
累
積
し
て

い
ま
す
。

　

常
習
滞
納
者
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
適
切
な
滞
納

処
分
を
講
じ
、
現
年
度
分
に

つ
い
て
は
滞
納
繰
越
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る

努
力
を
望
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別

会
計
は
、
５
５
２
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
医
療
費
抑
制
に
あ
た
っ
て

創
意
工
夫
を
し
、
保
険
事
業

の
安
定
に
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

は
、
実
質
収
支
３
５
４
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
19
年
度

で
終
っ
て
い
ま
す
が
、
精
算

の
た
め
平
成
22
年
度
ま
で
特

別
会
計
が
残
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入
は
、

財
産
収
入
や
繰
入
金
の
増
に

よ
り
４
５
３
万
円
、
歳
出
も

事
業
費
や
積
立
金
の
増
に
よ

り
同
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
適
切
な
運
営
が
行
わ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
老
人

保
健
に
変
わ
る
新
制
度
と
し

て
実
施
さ
れ
、
21
年
度
は
88
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
適
切
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
６
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
適
切
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
１
０
９
４
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
、
健
全
な
運

営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
「
お
い
し
く
安
全
な
水
」

を
供
給
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
整
形

外
科
常
勤
医
の
派
遣
中
止

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

９
３
０
０
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足

な
ど
厳
し
い
経
営
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
一
層
の
努

力
を
要
望
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
事
業
会
計

は
、
21
年
度
も
１
１
８
７
万

円
の
純
利
益
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
今
後
も
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
な
ど
一

層
の
努
力
を
要
望
し
ま
す
。

21
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

一
般
会
計

２1年度

０．４８０

９３．４％

２０年度

０．４６５

９６．９％

１９年度

０．４４９

９７．９％

財政力指数

経常収支比率

財政状況の推移

税目別滞納額の推移 １９年度 ２０年度 ２１年度
町 民 税 ７, ３５７万円 ８, ０１１万円 ８，２１７万円

固定資産税 １億１, １９５万円 １億0, ９４５万円 ９，９６２万円

軽自動車税 ６３９万円 ６９７万円 ７０７万円

合 　 計 １億９, １９１万円 １億９, ６５３万円 １億８, ８８６万円

納入金未納額の推移 １９年度 ２０年度 ２1年度
町営住宅家賃 １, ０４２万円 １, １３２万円 １，２５２万円

保　育　料 ４３７万円 ４００万円 ４３６万円

国　保　税 １億５, １８０万円 １億４, ３７０万円 １億３, ９３６万円

住宅新築資金貸付金 ２, ８７８万円 ２, ８９９万円 ２，８８８万円

そ
の
他
の
会
計

  町税滞納額 １億８千８百万円
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意見書議員発議の を関係機関に送付しました

【
要
旨
】

　

中
小
零
細
業
者
を
支
え
て

い
る
家
族
従
業
員
の
「
働
き

分
（
自
家
労
賃
）」
は
所
得

税
法
第
56
条
「
配
偶
者
と
そ

の
家
族
が
事
業
に
従
事
し
た

と
き
、
対
価
の
支
払
い
は
必

要
経
費
に
参
入
し
な
い
」（
条

文
要
旨
）
に
よ
り
、
必
要
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に

対
し
、
税
法
だ
け
で
な
く
民

法
・
社
会
保
障
に
も
か
か
わ

る
人
権
問
題
と
し
て
、
所
得

税
法
第
56
条
を
廃
止
も
し
く

は
改
正
し
、
自
家
労
賃
を
必

要
経
費
と
し
て
認
め
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。　

【
送
付
先
】

 

内
閣
総
理
大
臣   

菅　
　

直
人

 

法   

務   

大  

臣   

仙
石    

由
人                   

 

財   

務   

大  

臣   

野
田   

佳 

彦

中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と
し
て
認
め
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　
「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」

に
対
す
る
医
療
助
成
制
度

は
、
平
成
22
年
９
月
末
を

も
っ
て
、
完
全
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
21
年
１
月
に

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
が
実
施
し
た
「
一
人
暮
ら

し
の
寡
婦
」
の
生
活
実
態
調

査
で
も
、
多
く
の
人
が
、
家

計
収
入
が
少
な
く
日
常
生
活

に
不
安
が
あ
り
、
年
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
自
ら
の
健
康
状

態
の
不
安
が
増
大
し
て
い
る

等
の
結
果
が
で
た
こ
と
で
も

明
白
で
す
。

　

よ
っ
て
、
県
に
お
い
て

は
、「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
一
刻
も
早
く
、
医
療
費

助
成
制
度
を
復
活
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
。

【
送
付
先
】

 

福
岡
県
知
事  

麻
生　
　

渡

「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見
書

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
へ
の
対
応
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

議
会
に
対
し
て

請 

願 

が

１
件
あ
り
ま
し
た

（
賛
成
７
反
対
４
で
採
択
）

【
要
旨
】

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
原
則
と
し

て
す
べ
て
の
物
品
に
つ
い

て
関
税
の
撤
廃
を
目
指
し

て
お
り
、
仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

締
結
さ
れ
れ
ば
、
国
内
の

農
業
生
産
が
４
・
１
兆
円
減

少
し
、
３
４
０
万
人
に
及

ぶ
地
方
に
お
け
る
雇
用
が

喪
失
す
る
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、
地
域
経
済
、
社
会
、

雇
用
が
大
打
撃
を
被
る
こ

と
は
必
至
で
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
物

品
の
貿
易
だ
け
で
な
く
非

関
税
障
壁
と
し
て
、
郵
政

の
見
直
し
問
題
、
金
融
、

保
険
、
医
薬
品
、
公
共
事

業
の
入
札
、医
師
、弁
護
士
、

会
計
士
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
等
の
労
働
市
場
の

開
放
等
々
を
俎そ
じ
ょ
う上
に
の
せ
、

様
々
な
分
野
で
の
包
括
的
な

交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
農
林
水
産
分
野
以
外
に

も
経
済
や
生
活
に
か
か
る
多

様
な
分
野
に
つ
い
て
基
準
や

仕
組
み
を
根
本
的
に
変
更
す

る
も
の
で
あ
り
、「
国
の
か

た
ち
」
が
一
変
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
判
断
を
、
十

分
な
国
民
的
議
論
が
な
い
ま

ま
拙
速
に
行
う
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
下
記
の
事

項
に
掲
げ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す

る
対
応
を
す
る
よ
う
、国
（
政

府
）
へ
の
意
見
書
を
提
出
く

だ
さ
る
よ
う
請
願
い
た
し
ま

す
。

１
．
わ
が
国
及
び
本
町
の
農

業
に
対
す
る
壊
滅
的
な
打
撃

を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ

い
て
は
、
断
固
と
し
て
参
加

し
な
い
こ
と
。

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

全
品
目
で
の
関
税
撤
廃
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
分
野
で
の

包
括
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
、

農
林
水
産
分
野
以
外
に
も
国

民
の
経
済
や
生
活
に
か
か
る

多
様
な
分
野
に
つ
い
て
影
響

が
あ
る
こ
と
を
国
民
に
十
分

説
明
す
る
こ
と
。

３
．「
多
様
な
農
業
の
共
存
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
農
業
・

農
村
の
多
目
的
機
能
の
発
揮

や
食
料
安
全
保
障
の
確
保
な

ど
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、

農
業
・
農
村
の
振
興
な
ど
を

損
な
わ
な
い
よ
う
対
応
す
る

こ
と
。

【
送
付
先
】

菅　

 

直
人

鹿
野 

道
彦

前
原 

誠
司

大
畠 

章
宏

横
道 

孝
弘

西
岡 

武
夫

【
請
願
者
】

  

直
鞍
農
業
協
同
組
合

     　
　

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　
　

花
元　

征
雄

【
紹
介
議
員
】

　
　
　
　
　
　

栗
田　

幸
則

内
閣
総
理
大
臣

農
林
水
産
大
臣

外
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長
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【
要
旨
】

　

政
府
は
、「
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
」（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
を
中

止
す
る
こ
と
。

【
送
付
先
】

菅　

 

直
人

鹿
野 

道
彦

前
原 

誠
司

大
畠 

章
宏

横
道 

孝
弘

西
岡 

武
夫

【
陳
情
者
】

  

若
宮
農
民
組
合

　
　

組
合
長　

市
吉　

孝
敏

 

議
会
に
対
し
て

陳 

情 

が

１
件
あ
り
ま
し
た

「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
」（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉

へ
の
参
加
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳

情

（
賛
成
７
反
対
４
で
採
択
）

　

世
界
の
人
口
は
現
在
69
億
人
で
す
。
し
か
し

２
０
５
０
年
に
は
91
億
人
ま
で
増
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。コ
メ
が
余
っ
て
売
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

大
変
な
不
足
状
態
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。
今
こ

そ
減
反
政
策
を
や
め
、
コ
メ
も
、
そ
の
他
の
農
産

物
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
品
質
改
善
と
増
産

に
踏
み
切
る
時
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

若
い
人
た
ち
が
積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
選

択
の
幅
を
拡
げ
て
お
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
温
か
く
保
護
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
こ
そ
強
く
な
る
も

の
で
す
。
若
い
人
た
ち
に
そ
の
力
が
あ
る
と
信
じ

ま
す
。
黒
船
来
航
依
頼
１
５
０
年
、
日
本
は
諸
外

国
と
の
交
易
に
よ
っ
て
国
力
を
増
大
し
て
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
の
コ
メ
の
関
税
率
７
７
８
％

と
い
う
、
い
う
な
ら
ば
、
コ
メ
に
関
し
て
だ
け
は

未
だ
鎖
国
状
態
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
の
た
め
の
協
議
を

一
日
も
早
く
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
協

議
も
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
座
し

て
死
を
待
つ
に
等
し
い
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
を
き
っ
か
け
に
国
民
的
な
議
論
を
深
め
、
戦
略

的
な
「
強
い
農
業
」
を
目
指
し
て
行
く
べ
き
で
あ

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
よ

う
に
求
め
る
請
願
に
は
反
対
で
す
。　
　

（
香
原　
　

暹
）

反 

対 

討 

論

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
趨す
う
せ
い勢
だ
と

い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
交
渉
に
参
加
し
て

い
る
国
を
合
わ
せ
て
も
９
カ
国
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
結
局
２
カ
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
進
ま
な
い
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
農
林
水
産
物
輸

出
大
国
に
門
戸
を
開
く
こ
と
が
目
的
で
、
ア
メ
リ

カ
に
と
っ
て
は
ア
ジ
ア
で
の
経
済
基
盤
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
日
本
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
最

も
強
く
求
め
て
い
る
の
は
日
本
経
団
連
、
中
で
も

自
動
車
、
電
気
等
の
輸
出
大
企
業
で
す
。
内
閣
府

の
試
算
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
で
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

０
・４
８
％
か
ら
０
・６
５
％
と
殆
ど
増
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
の
輸
出
大
企
業
の
利
益
の

た
め
に
、
農
業
も
そ
れ
に
繋
が
る
地
域
社
会
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
す
る
も
の
で
す
。
更
に
、
金
融
、

保
険
、
公
共
事
業
の
入
札
、
医
師
、
看
護
師
、
介

護
士
な
ど
の
労
働
市
場
の
開
放
ま
で
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
賃
金
も
ア
ジ
ア
諸
国
の
低
賃
金
と
の
競
争

に
さ
ら
さ
れ
、
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
危
険
も

含
ん
で
い
ま
す
。
市
場
原
理
万
能
で
、
何
で
も
市

場
任
せ
に
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
は
、
農
業
・

環
境
・
雇
用
を
見
て
も
破
綻
は
明
ら
か
で
す
。
そ

こ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
そ
れ
ら
を
守
る
ル
ー
ル

を
作
る
こ
と
が
、
ま
と
も
な
経
済
発
展
の
方
向
だ

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
賛
成
討
論
を
終
わ
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
川　

亮
）

賛　

 

成　

 

討　

 

論

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
太
平
洋
を
囲
む
国
々
が
国
境
を
越

え
て
、
人
、
物
、
金
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
自
由
に

移
動
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
６
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
４
カ
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
ア
メ
リ

カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
参
加
交
渉
に
入

り
、
２
０
１
１
年
11
月
に
は
９
カ
国
に
広
が
る
見

通
し
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
も
11
月
９
日
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る

と
し
た
、
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
を
閣
議

決
定
し
た
の
で
す
。
問
題
は
、
加
入
す
る
と
輸
入

品
関
税
を
な
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
外
国
企
業

の
進
出
や
投
資
、
労
働
者
の
受
入
れ
も
含
め
、
規

制
が
で
き
な
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
等
か
ら
安
い
農
畜
産
物
が
大
量
に
輸
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
試
算
に
よ

り
ま
す
と
、
農
業
の
関
連
産
業
を
含
め
た
損
失
総

額
は
７
兆
９
千
億
円
、
農
業
だ
け
で
な
く
地
域
経

済
に
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
と
見
ら
れ
ま

す
。

　

国
は
農
業
政
策
で
主
と
し
て
、
半
世
紀
に
渡
り

コ
メ
の
減
反
政
策
は
何
だ
っ
た
の
か
、
国
政
は
消

費
者
に
対
し
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
食
や
地
域
の
在

り
方
を
換
え
て
し
ま
う
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、
粘

り
強
く
訴
え
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
で
私
の
賛
成
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

（
久
保
田　

正
之
）

　

内
閣
総
理
大
臣

農
林
水
産
大
臣

外
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長




